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田中正造記念賞の最高賞（市長賞）
に輝く科学部

市長から表彰を受ける亀山君 表彰後の科学部のプレゼンテーション 普段の野外調査の様子

２０１８年１０月１３日（土）、佐野市文化会館で「田中正造の日 環境フェスタ」が開催され、
田中正造記念賞の最高賞（市長賞）が、佐野市長から科学部に授与されました。

佐野市は、環境問題の先駆者である田中正造の偉業をたたえ、全国に広く知ってもらうとともに、環境

保護活動を推進することを目的として、平成２５年から、生活環境の保全、自然環境の保護、低炭素・循

環型社会の推進に積極的に取り組み、顕著な成果を挙げた団体を表彰しています。この賞には、毎年、全

国から多くの団体が応募している全国レベルの権威ある賞ですが、市内から大賞が選ばれたの
は、佐野高校が初めてです。

☆科学部が大賞に選ばれた理由（佐野市のＨＰに掲載）

外来種対策や希少動物の調査研究を通して、地域の生物多様性の保全に取り組むとともに、自然環境
の保護を目的とし、平成 20年の創部以来活動している。
これまで研究が進んでいなかった外来種のカメの成長や産卵時期を研究し、大繁殖の要因を探究して

いる。また、希少種であるトウキョウサンショウウオの保全のため、遺伝的多様性の研究や、産卵地の
環境保全に取り組み、優れた成果を上げている。

地域、大学、各団体等と連携を図りながら活動を実施しており、今後の生物多様性の保全や
自然環境保護の推進において、さらなる活躍が見込まれる。同校は｢田中正造型｣グローバルリーダーの
育成を目標としており、次代を担うリーダーの輩出を期待する。

☆部員のコメント

佐高 ＳＧＨ通信2018

◎部長（松澤あさひさん、高２）
田中正造記念賞で大賞という素晴らしい賞をいただいたことを本当に嬉しく思います。佐野に住む

高校生として、地道な活動を行ってきた積み重ねが、今回の賞に結び付いたと感じています。これか
らも、受賞の名に恥じぬよう、精いっぱい研究を行っていきたいです。

○副部長（亀山豪太君、高２）
今回の受賞は、現在の科学部だけでなく、創部以来１０年間にわたって引き継がれてきた活動に対

して、評価していただいたもので、伝統の重みを感じています。また、多くの方々に支えられながら、
社会に貢献できる研究を行うことが出来たのは、本当に幸せなことであると実感しています。



（東京新聞 ９月２７日付朝刊の栃木版より、東京新聞の許可を得て転載）


